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私はカラオケでは演歌からナツメロ、ニューミュージックまで何でもござれ

たが、クラシックも大好き。学生時代にはギターでのフォークの弾き語りに挑

戦！さらにピアノだって「エリーザのために」だけは弾きたいと思って挑戦し

たが、さすがにそれはムリだった。 

フジコ・ヘミングの名前は一風変わった名前の、風貌の一風変わったおばさ

んピアニストとして私も知っていたが、盲目のピアニスト、辻井伸行は TV 等

でよく観るものの、フジコの演奏風景を観る機会はなかった。そんなフジコ・

ヘミングの伝記的なドキュメンタリーが公開され、さまざまな時間のタイミン

グがあったため急遽鑑賞！ 

それが大正解だった。1931 年生まれの彼女がドイツから日本に移住してき

たこと、スウェーデン人の父親が日本人の母親を捨ててヨーロッパに戻ったこ

と、その後の彼女の多くの苦労を経てヨーロッパに留学し、ピアニストとして

大成功するに至ったことを、その“波乱の人生”の中でよく理解し、納得する

ことができた。 

何よりも素晴らしいのは、そんな苦難の人生の中で、フジコが自分だけにし

かできないピアノ演奏を生涯貫いたことだ。コトの成否は時の運、そして成功

は長年の努力の結果として運ばれてくるもの。そんな素晴らしい 92 年の人生

を全うしたフジコ・ヘミングに拍手！そして合掌！ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

◆フジコ・ヘミング。その一風変わった名前は、一風変わった風貌の“おばさんピアニス

ト”として私も知っていたが、演奏会に行ったこともなければ、TVでその演奏姿を見たこ

ともなかったから、彼女についての私の知識はゼロ。 

そんな私でも、彼女が2024年4／21に92歳で亡くなったことくらいは知っていたため、

本作が上映されていることを知り、たまたま時間の巡り合わせが良かったため本作を鑑
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賞！「ドキュメンタリー映画だからきっと参考にはなるだろう」程度の軽い気持ちで金曜

日の午前中、観客わずか数名の中で鑑賞したが、結果は大正解、そして大感激！これは観

てよかった！ 

 

◆本作の監督は小松莊一良。彼は主に音楽やストリートダンスを題材にしたフィールドで

活動してきたそうだから、映画監督としての“実績”は皆無に等しい。そのためか、私は

彼のことは全く知らなかった。 

しかし、彼はピアニスト フジコ・ヘミングのコンサートや海外CMも数多く演出し、

企画監督したドキュメンタリー映画『フジコ・ヘミングの時間』（18 年）が立ち見の出る

ロングランヒットとなり、第22回上海国際映画祭に招待されたそうだ。また、その後も『恋

するピアニスト フジコ・ヘミング』（24 年）を手掛けた上、本作でいわば「フジコ・ヘ

ミング3部作」を完成させたそうだから、すごい。 

他方、本作は『フジコ・ヘミング 40代の日記』を核として構成されているが、それを

読むナレーション役は、私の大好きな女優、菅野美穂だ。私は彼女を NHK スペシャルド

ラマ『坂の上の雲』（09年、10年、11年）で何度も観たが、彼女は03年のスペシャルド

ラマ『フジコ・ヘミングの奇跡』でフジコを熱演し、高視聴率を獲得し話題となったそう

だ。したがって、本作で彼女がナレーション役を務めたことには、私も納得！ 

 

◆私が生まれたのは戦後の1949年。そして「戦後80年」を迎えた2025年の今まで、日

本は戦争を一度もしていない国だ。しかし、日本人の母、投網子と、スウェーデン生まれ

の父の間で1931年にベルリンで生まれたフジコは、幼い時に両親とともに日本に移住した

ものの、父親は 7 年後に妻子を残して母国に帰国し、その後は建築家などをして新たな家

庭を築いたそうだから、残された母子がいかに大変な思いをしたかは想像に難くない。 

本作は、そんなフジコが生きた時代状況、家族関係の中で、彼女がいかにして素晴らし

いピアニストに成長していったかを丁寧に描いていくので、それに注目！ 

 

◆本作の冒頭は、フジコが父親が描いたというポスターと対面するシーンから始まる。パ

ンフレットによれば、その父親の略歴は次頁のとおり。また、母親と弟の略歴も次頁のと

おりだ。 
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◆私はモーツァルトはもとより、ショパンもリストもベートーベンも大好きだが、ピアニ

ストとして天才的な能力を発揮したショパンもリストも、作曲したのは当然ピアノソナタ

が主流だ。それに対して、ベートーベンはピアノソナタだけではなく、交響曲（1～9番）、

ピアノ協奏曲（1～5番）、バイオリン協奏曲（1曲のみ）も有名だ。 

他方、ピアノ演奏の素晴らしさを売り物にするピアノ協奏曲としては、何といってもラ

フマニノフのピアノ協奏曲第2番が有名だが、とりわけ同曲の名ピアニストとされたのが、

1970年の大阪万博の時に来日したソ連のピアニスト、スヴャトスラフ・リヒテルだ。リヒ
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テルは男性特有の力強く太い指のみならず、2 オクターブ分も開くという長い指がトレー

ドマークだった。それに比べると、フジコの指は女性のものとは考えられないほど太いが、

短いのでビックリ！私が大学時代に付き合っていたピアノ科の女性は、非常に指の短さに

悩んでいたが、さてフジコは？ 

 

◆本作『フジコ・ヘミング 永遠の音色』は当然フジコが奏でる美しいピアノの旋律で彩

どられているが、本作に登場するピアノの名曲は次のとおりだ。 
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◆ピアノソナタとしては、山本薩夫監督の『戦争と人間』3部作（70年～73年）の導入部

で、浅丘ルリ子扮する伍代由紀子が弾いていたショパンの『革命』がカッコ良い曲だし、『別

れの曲』や『夜想曲（ノクターン）第2番』等のメロディも誰でもよく知っているものだ。

それに対して、本作で私が大きな感銘を受けたのは、フジコが弾くリストの『ラ・カンパ

ネラ』だ。本作で使用されたのは2017年の東京オペラシティの映像で、この日は本編とア

ンコールで2回『ラ・カンパネラ』を演奏し、衣装も3回着替えたそうだが、本作のクラ

イマックスで聴く（見る）、そのカットなしの演奏シーンの素晴らしさに驚愕！これを聴け

ただけでも本日の映画鑑賞は大成功だ！「続けることに意味がある。今の積み重ねの先に、

きっと楽しい自分が待っている。だから諦めずに人生を歩んでいこう。」と語る彼女の言葉

の重みと説得力に拍手！そして急遽にわかファンになった私も、フジコ・ヘミング氏の冥

福を祈りたい。 

2025（令和7）年11月4日記 


